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る。本学では、1 年生前期はクォーター制となっており、6～7 月の第 2 クォーターは、2 コマ連
続 8 週間（2 単位）の基礎科目を選択して受講することになっていた。「文章表現」は、この第 2
クォーターの科目である。必修科目ではないが全員に強く受講を推奨している。 


















な授業内容については、表 1 を参照されたい。 































表 1 2016 年度「文章表現Ⅱ」授業の流れ（6～7 月に 2 コマ連続で実施） 










































品（15 年は POP コンテストとし





























優秀賞、優秀賞 1 名（2 名中）、佳作 4 名（7 名中）の計 6 名、16 年度は最優秀賞、優秀賞 2 名
























（写真１） 図書館 2 階に設けられた学生の POP と書籍を展示したコーナー 2016 年 2 月筆者撮影 




さて、2015 年度の授業で学生が作成したオリジナル新聞や POP は教員の予想以上に出来が良
かったので、学園祭（10 月 24～25 日）で展示することにした。オリジナル新聞は掲示のみにと
どめたが、POP はコンテストを開き、来場者に一人一票を投じてもらい、上位 7 作品に賞状と副
賞を授与した。この POP コンテストが書店との協働を生むきっかけとなったのである。 







（写真 2） 2015 年度生・山下菜月さんの POP を書店オリジナルの帯に加工していただいた(森絵都『カラ
フル』)。手前は購入者が感想を書いて次の購入者につなぐ「みんなの感想カード」。神戸市須磨区の井戸書店に
て 2015 年 11 月 20 日筆者撮影  
 




開催などの活動が評判を呼び、2015 年の中小企業庁『地域課題を解決する中小企業・NPO 法人 
100 の取り組み』に選ばれている8)。 





披露と講演を依頼した。講演内容は、森氏が 2015 年 10 月に「マイクロ・ライブラリーサミッ
ト 20159)」のオープニングセッションに登壇された際に話された内容を、筆者との対談で話し
ていただく形にした10)。 
ゲスト講義は、2016 年 6 月 21 日の 2 限目、3 限目に行った。16 年度の「文章表現Ⅱ」は、







































能になった。そこで授業終了時に希望者を募ったところ、6 名の 1 年生と SA の 2 年生 1 名が名
乗りを上げた。1 年生は学部こそ同じ人間社会学部であったが、男女同数、一人は留学生と多様




総合展は、図書館に関する日本最大規模のイベントである。2016 年は 11 月 8～10 日に開催さ


























































（写真 4）第 18 回図書館総合展ポスターセッションでの様子 （写真 5）全国学生協働サミットの様子 




の特色をまとめておくと、1 年生前期の 8 週のみ開講の「文章表現」という基礎技能を習得する
ための科目において、知的交流の機会をつくり、知的好奇心を引き出すため、アクティブラーニ
ング主体の授業を行っていること、そのような実践を可能にするため、図書館や書店という学内
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